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文 敷 急 法 と は 
o 医 朗 の 手当 を 和英 ける まで の 応急 手当 で ある 。 
o 数 急 者 の 資 任 は 、 忠 考 を 医師 に 流し た と き 終 る 。 」 「 
(どん な と き で も が ら ず 、 医 也 の 手当 を 肝 け る と と が 大 で す 。 これ か ら の べ る 人 人 
後に は 、 医師 の 手当 を うけ る こと を 請 提 し て いま す 。) 


必 数 急 法 の 目的 「 と 
o 人 合 を 致 う 。 [ 「 
o 三 部 の 病み を 早く と り 欠 く 。 
o 剖 部 の 悪化 を 防止 する 。 

o ジョ ッ ク を 太 和 正す る 。 


次 数 急 法 を 普及 する 理由 
o 事故 や 急 将 が 間 営 に 多い か ら 。 
o 人 人命 を 落 う た め に は 、 正 し い 応 急 王 当 を する 必要 が ある か ら < 
。 必要 な 時 、 必 要 た 処置 が 出来 る よう 訓 線 する た め 。 
o 訓 線 に よっ て 自信 を つけ る 。 
( 好 邊 か らし た 手当 も 方 法 を 誤 れ ば 、 却 っ て 癌 い 結果 巡 も た ら す 。 ) 
訪 急 手当 の 注意 「 
o 誤っ た 手当 を する こと は 、 何 も 手当 を し た い 場 合 より 愚者 を 台 化 させ る と と が 多い 。 
o 得 は 全部 知り 手当 の 大 位 を 判断 する 。 
e ひど ぃ い 事故 の と き は 、 本 人 の 意識 の 有無 を 調べ る 。 
。 本 人 に 意識 の な いと き は ほ 、 頭 に 損 復 が ある か も 知れ な い 。 
[ 出血 、 呼 吸 佑 止 、 服 送 、 ひど い シ ヨッ ク が ある と き は 寸 刻 を 沼 っ て 手当 を する こと 。 


放 医師 や 救急 隊 へ の 連絡 | 
c 場所 、 原 因 、 状 態 、 途 の 程度 、 負 僧 者 数 。 「 | 
o どん な 手当 を し て いる か 、 ど ん な た 使用 物 が ある か 連 給 する 。 3 と 
。 医師 、 救 急 隊 の 到着 まで 、 ど ん な こと と を すれ ば よい か 指示 を うけ る 。 ( 
* 連絡 方 法 (電話 番号 な ど ) を 報告 する 。 に 
o 家族 や 関係 者 に も 連絡 ずる 。 8 〔 


"へ A 息 要 事項 


いか な る 表 合 に お いて も 、 最 終 的 に は 括 師 の 手当 を 身 け る こと を 
忘れ て は いけ なかい ./ 
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ーーーー ーー ーー バーー ュ ーーー マ ーー・ー ニ ーー ペーーー ーー ーー ャ ーー ペー アー の の この 
か 3 際 3 ペー メ 
し 上 


ーー ューーーー テ ーー 


廊 皿 者 の 安静 ' 
o 適当 な 体位 を と ら せ る 。 
(?⑳ 水平 仰 稚 公 て あお むけ ) 
多く の 勉 ぶ ある と き 。 
手 、 足 に 働 が ある と き 。 
その 他 、 一 般 的 な 体位 
「⑫ 膝 屈 曲 人 麗 位 (あお お むけ で 膝 を まげ る ) 
” 風 な 傷 が ある と き 。 
(3 足 高 孝 唄 位 (お S む け で 下 を 高く ) 
ジョ ッ ク の と き 。 
多く の 出 林 が ある と き 。 
頭 に 釜 が ある と き は いけ な い 。 
(4) 頭 高 仰 稚 位 (お お むけ で 頭 を 高く ) 
_ 頭 、 用 に 働 が ある と き 。. 
(5) 検 玲 位 (よこ と むけ ) 
顔 、 口 に 得 が ある と き 。 
姓 きけ の ある ょ と き 。 
、  . 意 議 が な いと き 。 
(<) 帳 稚 位 ( は ら ば い ) 
意 詳 が な いと き 。 
(7) 半 卒 位 SR 
職人 器 の と き 。. 
- ぜん そく 発作 。 
呼 波 困難 、 息 ぎれ の ある と き 。 に 
(8) 座 人 3 5 を ーー る 「 Ave 
(7 と 周 じ = に SGS 
前 市 な ど を 抱か せる と 楽に な る 。 


td 共 者 の 浸 
の 4 胡 則 と ン と て 人 人 工 的 熱 は 加え な い 。 ( を - 
o 毛布 な ど で く る み 、 本 人 の 体温 を 保つ 。 


0 も に 、 ウン ポ を 人 れる と き は 頂 と あて れる 補 の 末 の も の を 、 誠 と くる ん で あて る 。 
o AP 
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容 門 者 と 飲み 物 Se 
o 原則 と し て 飲み 物 を 与え な い 。 [ 
o 熱 働 の と き は 与え て も よい 。 
o 総計 に 与え て は いけ な いも の Ge 
(⑩) 意 鐘 が な いと き 。 3) 内 呈 に 傷 が ある と き 。 
(9 吐き 気 、 し ゃ っ くり が ある と き 。 (4 すぐ 医師 の 手当 が 受け られ る と き 。 
上 紀 以 外 の 場合 で 本 人 が 、 、 うし て も ほし が る と き は 夫 き じ で 少し づつ 与え る か 、 ガ ー ヤ cc 


、 含ま せ で 殖 あ や る sm ーーー 「 
人 ww アル コー ル 類 は 与え て は いけ な たい 。 | ーー : 





「 0 禄 放 応急 手当 の 電 要 事項 
が ーー プーペ ヘー ペペ ーー ヘー ヘー ペー ペ wa 
2 t ) 応急 手当 で 最も 大 切な こと は 藤生 で ある 。 


優先 し て 行なわ な けれ ば な ら な いこ と 
1 1) 呼 央 の 確保 (5) 左 物 中 守 の 手当 
Ep 電 (2) 出 功 の 防止 (4) ショ ッ ク の 手当 
1 喜入 工 呼 双 の 
AA 9 の な く て は なら みい も の で あり 、 店 と ぶっ て 六 h。 
4 -o 区 の 回 数 は 大 人 で 、 1 分 間 で 1 1 8 回 、 子 化 は 少し 早い 。 
当 e よる と 1 0 分 以内 で 殆 ん ど が 死亡 する 。 
蘭 ? Y 叶 吸 の 確か め 方 
5 の 4 く らん だ り 和 ん だ りす る の を とき て い 時 Ab 
S 虐 や 口 の 呼吸 音 を きく 。 





- マ Y 実施 上 の 多 意 点 aa の 
3 に _o 寸 刻 を 堂 っ て 実施 する 。 SS 
っ 。 「o) 気道 を 確保 する 。 [ " ま 
) 人  ) 0 効果 の ある よう に 行なう 。 5 「 
ji 根気 よく 続け る ( 医 飼 の 死亡 確 中 まで あき ら め な い 。 ) 
の ? 一 定 の り ズ ム を 保っ で 行なう 。 
1 "大 人 ] 1 分 間 (C1 0 回 1 2 回 
半 中 2 " 
間 Y 実務 店 3 「 
HHS 口 うつ も 法 | 
6 ニー ル ャ ン 計 大法 指導 に よる 。 


し 
**W 
= 
N 
ーー パオ ュー 
ie 


O 府 郭 根 租 の と き は 、 有 を ひっ ぱる だ け に する 。 
o 腕 を 損 働 し て いる どき は 育 中 を 押す だ け I て する 。 
_~ 口 う つ し 法 を し て は いけ な いも の 。 
⑪ 伝 疾病 慮 者 の 場合 ) 有毒 ガス 中 守 の 場合 人 
- の 娠 物 中 毒 の 場合 


ー や 、 ・ つ PNG <2W ペ ーー っ 。 こ 誠 ympyPri。 
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次 出生 に つい て | 上 
s 通常 、 人 は 体重 1K2C つ き 約 8 0CC の 血液 を も つ 。 
e 血液 の 2 0% が 出血 する と 軽い ショ ッ ク 状 。 
。 血液 の る 0…4 0 % が 出 箇 する と 電 い と ヨッ ク 状 右 。 
。 取 液 の 4 0 ご 5 0 の が 出血 する と 致死 。 「 
c 同 拡 の 出 申 で も 短 時 間 の 出血 ほど 危険 
竣 止 押 法 
e 竹 口 を が ー ゼ な ど で 押 える 。 (直接 圧 据 法 ) 
。 衝 の ある と ころ を 心 隊 よ り 高く 上 げ る 。 ( 違 部 高揚 ) 
c 箇 口 より 心 隊 と 近い 所 で 動脈 を 指 で 押え る 。 (指圧 止 箇 法 ) 
e 止血 帯 を する 。 [ 「 ( 
指圧 止血 点 」 


浅 介 大 重 上 


Ne た 
| 

多 \/ NN、 mm 
カプ ) て へ の | ES 
ググ ン ペ が い 
ide いい 


中 下 動 碑 あさ 
へい 、 芝 止 箇 天 を 使用 する と き の 心得 


い - o 危険 で ある か ら 最 後 の 手段 と - 
lx し て 使う こと 。 
(NN い 


5o 位 の 広 さ の も の を 使う 。 (し 」 
上 所 生 例 o 直接 人 笑 と ふれ な いよ うに し て 
大 誤 重 上 傷 の 近く で する 。 





= ゲ ーー ン o 出血 が 止ま っ た ら そ 入 以 上 し 
ーー ご フ ー 
s こ 3 め な い 。 
る | 。 医師 が 米 る まで ゆる めい 。 
2 に | o いつ も 外 か ら 見 える よう (と し 
随 sg ( SS。 )M <s< [ 
人 U | / 際 ) 0 。 正 血 し た 時 刻 を 短い た 札 を つ 
こい 1 眼 」 中 | け は て お く 。 I 
ジン ーー ) INN 刻 \ 
N 


ーー* デー 
ーーーーー デ ーー 、 こ 
東 


究 シヨ ッ ク 3 さと - 
いろ いろ か 原因 の た め に 全身 の 末 椅 の 血液 衝 環 が 悪く たり 、 作っ な 
症 状 
eS 、 気 分 が 悪く な る 。 
給 : 日 は うつ ろ で 、 克 き が な く な る 。 
* 顔色 、 唇 、 手足 の 庶 あ の 色 が 中 く な る 。 
? 手足 が 冷 い 。 
o 昭 や 手足 に 沿 汗 が 出る 。 
さら 傍 な と 「 
吐き 気 、 呈 凶 = 
路 孔 が 大 きく な る 。 
は 遠く て 詳 く な る 。 
呼吸 は 浅く 速く 、 不 規則 な る 。 
つい に は 死亡 する と と る ある 。 
当 呈 計 
正しい 体位 を と ら せ る 。 
佑 痛 を 長 び か せな い 。 
出血 を 防 庄 する 。 
安 退 て する 。 
叉 当 す る 。 
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少 法 い と き 
ず デ デ 革 う 
58 分 : と 
] S さ し 橋 の 頑 合 は 衝 を 溢 め 人 8 よう に し て 血 を 押し 出す 。 
2 消 守 ガー ゼ な ど を 当て る 。 
各 浴 する 。 
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[ 9。 多い で 庄 人 多 す る 。 
記 N 〒 コ ゃ 
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- 衣 感染 

o 作品 が 赤く な る 。 

腫れ て くる 。 

十 部 が あつ く な る 。 

痛み を 感じ る 。 

- 化 廣 し て くる 。 

サン パ 飲 が 夏 れ て 竣 せ 。 

全身 熱 が 出 て 頭痛 、 吐 き 気 が する 。 


OU の IANO 涼 Oi 


6 の 〇 6 


文 破 先 風 」 
o 破竹 風 陣 は 主として 土 の 中 いる 。 

_ の 土 紗 で 汚れ た 独 な どか ら 起 と りや すい 。 
oO 溢 捧 期 は 3 ぅ 一 4 選 間 


o 口 が 開き (< くく な り 、 全 身 と けい れん が 起 る 。 
o 死亡 率 の 高い 悪し 病気 で ある 。 。 
> どん な 傷 で も 医師 の 手当 を 受け る 必要 が ある 。 
人 
鶴 接 の 有無 は 判断 し が た い が 、 一 般 的 な 症状 
。 その 部 分 が 置 れ る 。 
e 内 出 暫 が ある と 映 色 を し て いる 。 
< 基 あ めす と 方 み が 強 く 友 る 。- . 
_? ひどい 呈 接 の と き は 、 そ の 部 分 が 曲っ て いる 。 
や 開放 佑 所 の らき は 、 傷 口 と 及 の 敵 が 見 える 。 
> 8 
6 折れ た 部 分 は 赤 か に 回 定 す る 。 
2 。 論 部 の 上 下 の 関 第 を 固定 する 。 
> ショッ ク が あれ ば すぐ その 手当 を する 。 
? 巧 談合 接 で あれ な は 勉 の 手当 を 先 す る 。 
o 固定 に は 造 当 な 副 木 を 用 いる 。 
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。 鶴 揚 Se と 2 
則っ 証 失 ーー 8 ミー サ ーー CE 
ーー o 肢 間 に 欧 し い 痛み を 感じ る 。 ーー 
SS こん WCSCS ら s 
CS 内 出血 が ある と 紫色 と な る 。 
> = o 関 仙 を くじ いた 方 向 と 時 Cc 向 げ る と 拓 お 。 
「 | o 。 動 めす と 病む 。 
o 骨折 が 後 合 し て いる と と が ある 。 
手 当 
o 軸 者 を 應 や す 。 
、 問 部 を 勤め か さ ぬ よ うに する 。 
団 定 する 。 
生 折 が ある と を は 、 そ の 手当 を する 。 
之 規 白 | 
症 状 ) ' 0 AS 
る の < 急 に 病む 。 - 悦 「 5 は 本 の | 


〇 


全 だ た だ も 


トン 


の 〇 


さ 


、: ? 関 生 の 形 が 変っ て いる 。 
こい 、 う ト Sa 導 間 で な ike が hey 
人 ほ 当 「 
' 指 の と き は 。 KR LC の を っ まみ WE の ガキ ー の で を し ー 和 c 和 く 手 前 
「 に 引い て 元 に も どす 。 “ 
o 無理 C 束 邊 し よう と し て は いけ ない 。 K 
る 。 頭 の き づ 
Ye 症 芝 
を ' ・ " 六 給 が すぐ な く な る と き と 、 owah る AN かま たく な る と を と 
@ 間 不 明記 い 程 恒 症 で ある 。 
> 吐き 気 、 駐 吐 、 け いれ ん 、 ま ひ 、 発 束 、 失 閑 、 障 不 同 、 の と まな 早く 直人 新 有 
En es る の 
拉 寺 手 当 oo こっ 
3 o 9 の と き は 、 艇 か い 状 で 本 を めし 新 て し 、 水 の 3 で まん どん や ナー oc 
体 を 喝 め すき な いと と 。 。 。  。 で 
衣服 を 解い て 区 と し て そる 。 3 0 
表 は 八 向 け と し て 気道 を 確 俊 す る 。 「 | ' 、 
の Sa 
O 還 を 洒 し た と ま は 、 2 日 上 


由 bn ロ ー 
機 沿 7 5 二 あ に e い - 
< や が 』* - . ご プ om ーー 。 
5 て 。 sns - 9 六 8 な 5 ・ 
ロ し we 困 = て ョ ーー が チュ 


@o o oo っ o 





放 や けど 
0 其 や 電気 で の や けど 全 深 い 介 が 多い 。 
協 タ ン ポ の よう な 長 時 間 作 用 し た や は よ は 協 礎 。 


ひ 


得 度 


第 1 度 凌 灰 だ け の 才 で 赤く な ちり 、 ヒ サ ヒ リ り 池 し く 痛 な 。 
"第 2 邊 記 に 狂 が で き 、 水 泡 と な り 、 太 みな 強く な る 。 


- 第 ぅ 庶 六 下 組 到 や 筋肉 に も お よぶ 化 で 外 胡 か 


戻る 全面 の 5 0 一 6 Q 少 の や けど に か る と 重 依 


当 


度 ふ の 2 0 る 以内 で あれ ば 、 き れい な 水 で 冷や す 。 
衣服 無理 に は が さ な い こ ょ と 。- 


水泡 は 破 ら な いこ と 。 


指 答 、 時 計 た ど は 比 れ な いう ち に 取る 。 


ジジ ヨ ッ ク の 手当 科す る 。 


湿 場 色 に な っ て 死 流す る 。 


攻防 の 手当 を 3 0 分 以内 に 受け られ な いと き は 食塩 水 か 、 電 間 水 を 1 5 分 ど と に コッ ラプ ブ 症 

杯 づつ の ませ る ろ 。 [ 
ます 、 六 や すこ と とぶ 大切 で ある 。 
o 薬品 こよ る や けど の と き は 、 人 急い で 洗い 其 す 。 9 


交 皮ふ の 広 さ 


< 
部 


内 っ で 2 子 人 

= する % - 20% 

1 8% 1 5 の 

1 8 の 15 

各 9 区 各 1 ロ n 之 

各 1 8 _ 各 1 5 多 
{1 少 


雄 犬 、 煽 ね ずみ に 只 す れ た だ た 徐 ' [ 
多量 の 府 水 と 石けん で 働 の 上 を 紅 か (で よ で 洗う 。 湯 を いた ら ぬ よう 三 意 する 。 

釣 の 表面 に つい て いる 星 浜 を 准 療 な ガー で 恨 く ふき と る 。 (ヨー ド チ ン キ を め ぬる ) 
清 紀 な ガー セ で な っ て おく 。 


」 


な 


の 


犬 と ま れ た と き 付 。 キ の 犬 を つぶ まき < 保健 所 で 検査 を 受け る 。 


犬 が 狂犬 冶 で ある て と の 判っ た ら 、 予 訪 注 庄 を する 。 


・ 必 ら ず 医 部 の 直 当 を 室 け る 。 


ーー ーー ーー 


日 





実 尋 綻 に 大 ま れ た 竹 
症 状 
9 か まれ た 手 、 足 、 全体 が みる みる う ゃ と 騨 れる 。 
o 協 の 周囲 は 打 色 に 変っ て くる 。 


? 皮下 出 話 ・ 箇 尿 ・ 放 疹 お 超 る 。 

チー 当 

e 個 よ り 心 須 近い ょ ころ を し ば る 。 - 

e' 安 存 に する 。 ' 

テ Dc ロ を あて 夫 く 直っ で kB し て 中 く (も くり 語 

e ナイ フ や メス の 完 を 炎 で 消 き し の と と ろ を 長き 5 天 、 加 さ Sm 程度 に 形 c 切 り 、 エ 
こ か ら 泰 を 災い 出し て 叶 く 。 " i 


攻 量 に ささ れ た 作 
< 、 クズ 、 イイ に 交 さ れ た と き は 針生 っ て いれ は 拓く = 
ゅ 箇 口 ic ロロ を あて 毒 を 表 へい 出す 。 
@ 石けん と 水 で よく 洗う 。 
* 「 共 水 に 20 て 5 0 分 浸す 。 


を ガス 中 乱 
? 時 明和 を 保つ 。 | 
o すく 呈 素 呼 (吸入 ) を する 。 この 】 
Q す 足 を 心 腺 の 方 に 同 。 て マッ ナー ナミ る 。 
9 安夫 と する 。 
数 助 す る と き の 注 意 | 
に こき で 数 生涯 が カス 中 容 上 か か ら ぬ よう 注意 する と と 。 


po で 生 カ ス の 境 合 は 口 う っ し 法 の 人 口 呼 表 を し て は いけ ない 。 


誠 才 改 中 宮 “ 
一 も 中 く 絡 の の 圭 を うす ェ 。 ' と 
o 月 の 中 の 容 物 を 臣 き 出さ を る 。 「 
o 呼吸 が 38 た た 、 止 っ て いた ら 人 口 呼吸 を する 。 
ら 保温 を する 。 | 

副食 中 姓 
o + cocet く と と を くう 后 
o 是 て 食べ た 物 を 出す 。 


に ーー で ee … 一 ーーーー・ ーーーー ーー ー の ーーー ーー ニニ ーー ーー ラー る スー ニン ーー っ ーママ デー 
マー に 2 いよ 、 3 9 


さぶ 


一 寿 を 気 が あ る 。 


廊 


日 や け ee に 
程 度 ' 「 
第 1 詳 赤く な る 。 SS。 


も さ 


第 2 度 水泡 、 表 友 記 む ける 。 WE 
手当 な 


oO 


っ ) 


ら 


誰 水 で 冷や す 。 
コー ルド ク リー ム 、 ワ セリ サン を ぬる 。 
重曹 水 で 湿布 する 。 


- 頭 痛 、 発 直 の と き は 、 日 射 病 の 手当 を する 。 


太 日 ( 熱 ) 穫 交 
症 状 | 


9 


人 


に 


NM 


で 


の 


皮 ぁ が 熱く 乾い て く る 
顔 が 赤く な る 。 
早い 脈 が 大 きく 打つ 。 
体温 が 非常 に 上 昇 する 。 
衣 交 みす る 。 

まい が する 。 


ひど けれ ば 癌 識 不 明 交 な る 。 


チ 当 


O 


で 


涼し い 所 代 た かせ ね る 。  o 衣服 を 史 が す 。 
豆 を 高く する 。 o 足 の 方 か ら 上 体 K 徐 々 IK 水 で 冷や す 。 


的 玩 (ビー ドイ ク プ ニレ ョ ンジ 
症状 


の 」 


顔面 草 晶 o 気分 が 悪く を る 。 

手足 か 礁 た く な る 。 pe 吐き 気 、 発 汗 

体 混 は 普通 、 低 いこ と も ある 。 5 。 めまい 、 頭 痛 が する 。 

意識 を 失う こと は 少な い 。 S 体 が 、 ぐ っ た りな る 。 

当 に Ge 
静か (に ね か - せ る 。 

1 5 分 ご と に コッ プ 半 分 の と 食塩 を 革 さ じ 半 分 を と か し 4 5 回 の ませ る 。 
精神 的 に 安心 させ て や る 。 「 「 





廊 


」 
Wi 
ュ 
」 
ピ 
き 


に 


程 度 | 


第 1 度 ボ く な り 忠 れる 、 か ゆい 。 
第 2 度 水泡 が 出来 る 。 瘍 ぃ 。 
第 3 度 か いよ う が 出 来る 。 
第 4 度 黒く な る (壊死 する ) 
秘 が 出来 や すい か ら と すら な い . 
手袋 、 寺 下 、 な を ど を 衣 か 人 C と る 。 
足 K 出 来 を と きけ 歩か せな い 。 
火 な ご で 急 K 暖 めい 。 

休 温 位 の ぬる ま 湯 傘 ひ た す 。 

上 ま っ て か ら 軽 く 指 の 運 得 を する 。 


。 福 - 有 浴 血 
延 状 


なむ 


の 


- 当 


鷲 が 赤く 2 っ て いる と と 0 

脈 は 大 きく 違い 。 | 

呼吸 は 大 きく 深く な る 。 (いび き を か く ) 
まま 、 足 が まひ する と と が ある 。 

よだれ を 流し て いる と と が ある 。 

沈 般 、 発汗 の 多い と き は 重い 。 


絶対 安静 と する 。 . | 
頭 を 高く し て ね か せる 。 | 

よだれ が 出 て いる と き は 顔 を 横向 け に する 。 
頭 を 浴 や す o 


文 脳 所 和 Pl 


定 
手 


状 
急 に めまい が し て 、 介 に た と が ある 。 
当 
顔面 其 ひ と き は 、 - 足 の 方 を 少し 高く し て ね か せる 。 
気がつい た ら 香 茶 、 紅茶 、| コ ー ヒ な ど を の ませ る 。 | 
目 ま い を 起 し そう に な っ た ら 、 頭 が 下げ られ る よう な 交替 ( 謝 の ひも を 結ぶ よう 変 夫 ) 


を と る か 、 す ぐ 横 に ヒ ね る 。 | 
「 


| 
上 


過 


SR アー 


ーーー ユ ュ ーーー ニ ーーーー ーーーーーー ニ ーー ーーー ーー 


ュー ニー - ーーー ーー mm ユーーー ーーーーーー ニ ーー ーー 
5 _ に 1。 


之 の と の 虚 を 「 

o 宙 貞本 お も ば 2 させ 不 き 出さ 2 

。 うつ 雇 せ KK し て 、 和 腹部 区 当て も の を し 背中 を 強く た た き 税 ける 。 
も 。 指 で 取 ろ うと する と か を っ て 、 近 し 込む な それ が ある 。 
太目 の 異物 。 ーー 

o 反対 C 晶 を と すっ て は いけ な い 。 
.-o_ 軽く を 閉じ て 涙 で 流す 。 

o 。 きれ いな 水 の 中 で 座 を バ チバ チ させ て 洗う o 

いり 上 嶋 を 下 只 の 上 に 2 一 3 度 引 ば っ て か ぶせ て は な す o 

Oo 費 楼 の 先 IC 悦 指 弧 を 巻き 水 で ぬら し 除 を 開い て 異物 を 拭き と る 。 
- o 薬品 C よ り 眼 球 を 火 復 し た と き は きれ いな 水 で よく 洗う と と < 
式 耳 の 農 物 

ママ 水 を ど が 入っ 太 場合 

o 入っ た 方 の 耳 を 下 K し 、 自然人 流れ る よう する 。 

o N 光 や コ ヨ リ た ど で 誠 き と ろう と する と か えっ て 硬化 きせ る と と が ある 。 

> 虫 が 入っ た 場合 

o 電灯 な ど で 光 を 耳 に 近づけ る 。 

9 オリ ー プ 油 な ど を 号 と 入れ て 中 を 維 し た の ちら ビ セン キッ ト で つま み 出す 
2 申 眉 炎 

症 状 2 

、 8 みず お ちの 痛み 、 吐 き 気 、 悪 感 が ある 。 

ーo- へ その 付近 か ら 右 下腹 部 が 癌 

< 便 際 する を きど 、 軽い 下痢 を する と き と が ある 

9 右 下 腹部 を 押え る と 痛い 。 " ミー 
上 向き に ね て 足 を の ば す と 右 下腹 部 に 痛み が 増す こと が 多い 。 
4 上 は 2 
膝 を 曲げ て 静か に 横 に ね か せ る 。 
car 「 


間 o 


の - 


痛み が 和らい で も 治っ た 訳 で は 友 い 。 

モ マ ジュ な ど 、 下 単 を の ん で は いけ な い 。 

不用 意 低 泥 め て は いけ な みい 。 ar こ うう 
支 ひき つけ e テン ンス 拉 に に - 

_9 を しま う 有 の を と RC。 


の 。 の ey2 @ ひ 


年 を か 「 「 
人 丘 和 を か みさ を いよ う 、 ガ ー ゼ 、 ヘ ンカ チ な と を 特に 況 いで ET の 人 の 6k は で 。 
o 恋 服 を ゆる ぬ め 、 窒 内 を 2 うす 購 く 子 る 。. 
oo 也 
o 吐き 気 の あ る と き は 横向 き CK ね か せる 。 5O 「 ee 


ーー ニー ニーー ニ ーー ーー ーー ジー で ーー 


0 ゲン グリ 





HowW ぷ ヽ ゃ it 
3 な どど ュ っ まこ 1 や C 


に 拓 
なす の 
Ye 
へ > 


ゃ ーー 


馬 
4 
wV」 
ューーー マ ニーーーーー ーー ーー- ce 半 >。 ニ ス ニ ます 


和 半 て ん か ん 


o 無理 銘 いて 、 ぢ どい れん を し レプ め エ 2 と し て は いけ な い 。 
o 局 半 の 危険 胸 を と り 除く 。 


ox- 征 を か まみ いよ う 、 ガー や 、 ヘン カチ を 格 多 門 い て 上 下 の 歯 の 問 多 は さす 。 


禄 


禄 


で 
Oo 
o 


お 


ご 


〇 
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けい れん が 終 れ な 衣服 を ゆる め 楽 で し て や る 。 

c . 気道 を 確保 する 

o 吐き 気 の あ る と き は 半 伏せ に ね か せる 。 

2 意識 が も どっ て 本 人 と その 事 を いっ た り 、 た づ ね た り し て は いけ た い 。 


花 の いた み 

? ヨー ド チ ン キ を 小さ な 綿 と し ませ て それ を 歯 の 究 の 中 に 入れ る 。 

> ヨー ド チ ン キ の な いと き は 、 ウ イス キー を 使う 。 

ロ クレ オ ソ ー+ 光 を つぶ し て 歯 の 穴 に 入れ る 人 が ある が と れ は いけ た い 。 
- 電 

吐血 と 路 血 

E 交 … 

: る Mg の wc より ae pk らく 。 


Pe の 食べ 物 が 混じる 。 0 oy 2 
pe の に ae に 、 ー 
3 人 oh < KS 


中 


血 
FR の 放 か ら 由 庫 し 、 ロ か ら 下 を 中 。 EE 
あわ が 淫 ヒ る 。 | 2 yo 

娠 紅色 で ある 。 | 3 

に EE 

頃 を 低く し て 包め 人 庫 を 0 て 。 

血液 で 気管 を 誠 が ぬ よ 2 横向 きか 半 伏せ 人 ね か せる 。 
吐血 の と き は 、 胃 部 を を 冷やす と 気分 が よく な る 。 
年 

意 ここ 

、 あわ て 手当 を する 。 


時 いた も の は 取っ て か いて 健 師 見 せる e 


さ 『] ご ー 13ー 
っ まま ず ン ? 
9 *\ くみ 2 
= 
ーー sa 


ニン 
の. 
ーー -% 
っ * 
芝 . 
まま 
mc 
= 


